
市内の空間放射線量測定結果交通事故発生件数（9月中）
発生件数：308件※
人身事故：35件（死者：1人、けが人：39人）
物損事故：273件

火災と救急件数（9月中）
火災件数：2件
救急件数：512件（交通：21件、急病：334件、その他：157件）
搬送人員：425人

※東松山警察署管内（東松山市、滑川町、川島町、吉見町）の件数

人口と世帯（10月1日現在）
人口：91,077人
　男：45,707人
　女：45,370人
出　生（9月中）：41人
死　亡（9月中）：89人
転入等（9月中）：341人
転出等（9月中）：283人
世帯数：43,496世帯
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埼玉県
こども動物自然公園

〒355-0065岩殿554　☎35-123435-0248
開園時間等は をご確認ください。 埼玉県こども動物自然公園

南の島の瑠璃
　5月号で奄美大島に暮らすアマミトゲネズミをお伝えしましたが、同じ島に暮ら
す「ルリカケス」という鳥をみなさんはご存じでしょうか？
　ルリカケスは奄美大島と周辺の島にのみ生息する日本の固有種で、大きさはハト
ほどですがカラスの仲間。頭から胸、翼から尾羽まで瑠璃色がとっても鮮やかです。
唯一残念なのが決して美しいとは言えない「ギャーギャー」と濁った大きな鳴き声。
　私が奄美大島を初めて訪れたのは30年以上も前でした。深くて広い原生林と豊
かな青い海と鶏飯の美味しさに感動し、その後毎年の様に職場の仲間や友人を片っ
端から誘い、奄美ファンを増やしていきました。最初の頃はアマミノクロウサギや
ウミガメ、イシカワガエルなどを探し求め、ギャーギャーうるさいルリカケスはい
つでもあえるだろうと思っていました。しかしあるとき「こんなに奄美に来ていて
鳴き声は聞くけど姿をちゃんと見てない」と気づいたのです。地元の方に聞くと「そ
んなもんカラスみたいにそこら中にいるよ」と言われ、悔しくて探し始めましたが
そんなときほど見つかりません。「絶対にあの瑠璃色を写真におさめてやる！」とレ
ンタカーでキョロキョロ探していると何の変哲もない道路わきの木に数羽みつけま
した。そのときに陽のあたり具合で変わっていく瑠璃色の美しさに驚きました。不
思議なことに鳥の羽の色は日差しや見る角度でその色が変わることがあります。何
年も通っていたのに、はじめてルリカケスの美しさに気づきました。
　このルリカケスの展示が11月から始まります（多分…）。ぜひみなさんも晴れた
日に瑠璃色を見に来てくださいね！

※12月号は植物ZOO鑑です。
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陽の下ではあざやかな羽の色 

双眼鏡で鳥探し

遠い木にとまるルリカケス

　今回は大東文化大学防災研究同好会「S
ス テ ラ

TERA」をご紹
介します。
　STERAは「守るを学ぶ」を合言葉に、大学生の目線か
ら防災を考え、活動する同好会です。2020年12月に公
認サークルとして活動を開始し、2024年1月に同好会へ
昇格しました。現在は23人が所属し、うち6人が防災士
の資格を取得しています。普段は勉強会を定期的に開催
しているほか、防災イベントやボランティアへの参加な
どを学生主体で行っています。
　また、防災には地域との連携や地域の特性を知ること
が重要と考え、埼玉県学生防犯ボランティアとして、市

内で防犯パトロールも行って
います。取材日は高坂駅から
高坂小学校付近をパトロール
し、こどもたちに挨拶をする
など、積極的な声掛けを行っ
ていました。今後、新しいルー
トを検討中だそうです。
　副代表の小
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「STERAの活動を通して様々
な人とのコミュニティを広げ
ることができ、また災害を受
け身ではなく、自分事として
捉えられるようになりました」と話してくれました。
　昨年9月には日本最大級の防災イベント「ぼうさいこ
くたい2023」に出展し、これまでの活動を発信しました。
出展には事前の審査を通過する必要があり、企画内容等
を学生同士で密に考えた結果、出展につなげられたこと
が、これまでで最も大きな実績になりました。
　代表の小

こ

林
ばやし

開
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さんは「これからも学生同士で防災への
知識を深めながら、地域のイベント等で私たちの活動を
より広く発信し、つながりを広げていきたいです」と
STERAの雰囲気の良さが伺える中で、今後の目標を聞
かせてくれました。
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防災研究同好会「STERA」
公式キャラクター すてらちゃん

写真提供：STERA写真提供：STERA
防災研究同好会「STERA」の皆さん ぼうさいこくたい2023の様子

市内事業者の取り組む「花いっぱい」活動
　まちを花でいっぱいにするためには、地域の皆さんのご協力が必要不可
欠で、自治会や個人宅など各所で取り組んでいただいています。今回は事
業者の取り組む花いっぱい活動をご紹介します。
　シャローム病院で花壇の管理をされているボランティア「みどりの指の
会」の皆さんにお話を伺いました。
　この会は、元職員の人やシャローム病院でご家族を亡くされた人など、
６人のメンバーで構成されており、毎週火曜日に活動をしているそうです。

　院内には中庭や屋上などに３つの花壇があります。
真夏の暑さや真冬の風など、管理をする上で苦労もあ
るようですが「患者さんに季節を感じていただきたい。
花壇を見て、自然を感じ、ほっこりしていただければ」
と皆さん。花壇で育てた花は、切り花にして院内に飾っ
たり、花壇の木などを使ってクリスマスリースを作成
したり。また、ネギとシソを収穫し、病院の皆さんと
うどんを食べたこともあるそうです。
　「患者さんやその家族の気持ちが少しでも明るくな
れば」そんな願いが込められたとても素

す

敵
てき

な花壇です。地域支援課 花いっぱい推進室☎21-143522-7799

　9月14日（土）、高坂市民活動センターで九十九亭
落語寄席が開催されまし
た。落語家の3人による
落語が披露され、観覧者
は情景を想像しながら大
笑いし、楽しいひと時を
過ごしました。

九十九亭落語寄席絵子猫さんが描く

高坂彫刻プロムナード

生涯学習課文化芸術推進室☎21-143123-2239
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　市内34か所で空間放射線量を定
期的に測定しています。
　10月の測定においても、基準値
を下回っています。
　測定結果の詳細については、市
に掲載しています。
環境政策課☎63-500623-7700
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この広報紙にあなたが写っていましたら広報広聴課へご連絡ください。写真や写真データを差し上げます。

市

http://www.parks.or.jp/sczoo/
https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/soshiki/51/3415.html
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